
第1回（3月）定例会

令
和
２
年
度
予
算
を
原
案
可
決

令
和
２
年
度
予
算
を
原
案
可
決

　

第
１
回
（
３
月
）定
例
会
は
、２
月
26
日
か
ら
３
月
26
日
ま
で
の
30
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、令
和
２
年
度
の
各
会
計
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

市
長
提
出
議
案
等
27
件
（
う
ち
、報
告
２
件
）の
ほ
か
、議
員
提
出
議
案
１
件
を

審
議
し
ま
し
た
。

議
案
第
11
号　
秦
野
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て

▼
要　
旨

　

一
人
当
た
り
の
保
険
給
付
費
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ

る
国
民
健
康
保
険
事
業
の
継
続
的
な
健

全
運
営
を
図
る
た
め
、
保
険
税
率
な
ど

を
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
２
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
意
見

問　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
の

財
源
不
足
や
県
が
定
め
る
標
準
保
険
料

率
と
の
乖か
い
り離
な
ど
を
解
消
す
る
た
め
、

保
険
税
率
を
平
均
で
７
・
48
％
引
き
上

げ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
改
定
に

向
け
た
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
一
般
会
計
か
ら
の
赤
字
繰
り
入
れ

解
消
の
た
め
の
大
幅
な
引
き
上
げ
は
、

市
民
の
負
担
増
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

段
階
的
に
引
き
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ

議
案
第
13
号　
秦
野
市
定
住
化
促
進
住

宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て

▼
要　
旨

　

本
市
へ
の
転
入
と
定
住
を
促
進
す
る

た
め
、
ミ
ラ
イ
エ
秦
野
の
①
入
居
資
格

で
あ
る
「
子
育
て
夫
婦
」
が
扶
養
し
て

い
る
子
ど
も
の
要
件
を
小
学
校
就
学
前

か
ら
小
学
校
卒
業
前
に
緩
和
す
る
、
②

入
居
申
し
込
み
の
期
間
を
定
め
る
と
と

も
に
、
市
外
在
住
者
の
入
居
申
し
込
み

の
決
定
を
優
先
す
る
、
③
市
内
に
住
宅

を
購
入
し
た
こ
と
を
理
由
に
退
去
す
る

入
居
者
に
交
付
す
る
助
成
金
の
対
象
者

を
、
市
外
か
ら
の
入
居
者
に
限
定
す
る

た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
２
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
市
外
在
住
者
の
入
居
を
優
先
し
、

通
年
で
募
集
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、

応
募
者
に
つ
い
て
現
在
の
見
込
み
と
想

定
を
下
回
っ
た
場
合
の
対
応
は
ど
う
か
。

答　
ミ
ラ
イ
エ
秦
野
に
つ
い
て
は
人
気

定
住
促
進
へ市

外
か
ら
の
入
居
を
優
先

国
民
健
康
保
険
税

平
均
で
７・48
％
引
き
上
げ

◆議案審議 1・3面
◆代表質問 2・3面
◆予算審査 4・5・6面
◆ 新型コロナウイルス感染症拡大
防止における議会の取り組み 7 面
◆ ３月定例会・審議結果一覧表 8 面
◆第２回（６月）定例会日程 8 面

主 な 内 容

議
案
審
議

が
高
く
、
応
募
者
は
多
い
と
見
込
ん
で

い
る
が
、
今
後
も
継
続
し
て
入
居
者
の

確
保
を
図
る
た
め
、
今
ま
で
以
上
に
市

外
か
ら
の
転
入
を
促
進
す
る
た
め
の
広

報
宣
伝
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
た
い
。

要
望　
現
在
の
間
取
り
は
、
小
学
生
の

子
ど
も
を
持
つ
世
帯
に
は
手
狭
だ
と
感

じ
る
た
め
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
検
討
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て
、
特
に
市
外

か
ら
の
定
住
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

定住化促進住宅「ミライエ秦野」

今号の表紙写真は、「2019秦野観光写真コンクール」で特選（桜の風景賞）に入賞した作品です。表紙写真について

議
案
審
議
は

３
面
に
も
掲
載

（

）

る
と
考
え
て
い
る
。
次
期
改
定
に
つ
い

て
は
、
県
へ
の
納
付
金
の
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
判
断
し
て
い
く
。

意
見　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
減
少

や
医
療
費
が
増
額
し
て
い
る
状
況
な
ど

を
勘
案
す
る
と
、
中
・
長
期
的
な
推
計

を
し
た
上
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
事
業

の
運
営
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
う

べ
き
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

子
ど
も
の
均
等
割
を
廃
止
し
、
高
過

ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税
を
引
き
下
げ
る

べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

本
市
の
国
民
健
康
保
険
税
は
県
内
で

も
低
い
水
準
に
あ
り
、
一
般
会
計
か
ら

の
赤
字
繰
り
入
れ
を
削
減
す
る
た
め
に

は
や
む
を
得
な
い
た
め
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）
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遺
跡
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
確
保
に
つ
い
て

の
働
き
か
け
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
秦
野
産
木
材
が
歌
舞
伎
座
な
ど
に

も
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、

引
き
続
き
活
用
に
向
け
協
議
す
る
。
埋

蔵
文
化
財
の
展
示
は
、
秦
野
の
歴
史
資

源
を
生
か
し
た
魅
力
づ
く
り
に
必
要
と

考
え
、
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
。

問　
令
和
２
年
４
月
か
ら
上
小
学
校
で

小
規
模
特
認
校
制
度
が
始
ま
る
こ
と
を

受
け
、
移
住
者
の
受
け
入
れ
が
必
要
と

考
え
る
が
、
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
空
家
バ
ン
ク
の
制
度
化
な
ど
に
取

り
組
み
、
移
住
希
望
者
に
的
確
な
情
報

提
供
が
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

四　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
つ
い
て

問　
は
だ
の
丹
沢
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
パ
ー

ク
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
が
、
今
後
の

施
設
の
活
用
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
普
及
振
興
は
も
と
よ
り
、
各
国
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
も
取
り
組
む
。

答　
市
内
に
お
け
る
妊
娠
期
の
健
診
、

分
娩
、
産
後
の
新
生
児
へ
の
対
応
ま
で

一
貫
し
て
提
供
で
き
る
体
制
と
す
る
た

め
、
緊
急
時
の
対
応
と
し
て
基
幹
病
院

と
の
地
域
連
携
体
制
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
り
、
今
後
も
秦
野
赤
十
字
病
院
で

の
分
娩
業
務
再
開
に
向
け
取
り
組
む
。

三　
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
つ
い
て

問　
放
課
後
児
童
ホ
ー
ム
と
放
課
後
子

ど
も
教
室
の
一
体
的
運
営
に
つ
い
て
、

全
面
導
入
を
視
野
に
入
れ
た
検
証
を
行

う
た
め
、
広
畑
小
学
校
で
試
行
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
市
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
近
年
、
放
課
後
な
ど
に
年
齢
が
異

な
る
子
ど
も
同
士
で
遊
ぶ
機
会
が
減
っ

て
い
る
こ
と
や
、
社
会
参
加
を
希
望
す

る
女
性
が
増
加
す
る
中
で
、
子
ど
も
の

居
場
所
確
保
や
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
試
行
を
決
め
た
。

　定例会初日に示された市長の施政方針や令和２年度予
算案に対して行う「代表質問」は、３月２日・３日の２日
間にわたり、各会派からの代表５人により行われました。

（質問者の文責により、質問と答弁の要旨を掲載）

一　
地
域
医
療
の
充
実
・
強
化
に
つ
い

て問　
令
和
元
年
９
月
に
厚
生
労
働
省
は
、

病
床
機
能
な
ど
の
再
検
証
を
求
め
る
公

立
・
公
的
病
院
の
リ
ス
ト
を
公
表
し
た
。

市
内
で
は
神
奈
川
病
院
と
秦
野
赤
十
字

病
院
が
含
ま
れ
、
市
民
に
は
病
院
の
統

合
と
受
け
取
ら
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る

が
、
本
市
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
リ
ス
ト
の
公
表
は
、
病
院
の
再
編

・
統
合
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。
本

市
と
し
て
、
地
域
医
療
の
さ
ら
な
る
充

実
の
た
め
県
と
連
携
し
て
取
り
組
み
、

適
切
な
情
報
発
信
な
ど
に
努
め
る
。

要
望　
厚
生
労
働
省
の
発
表
は
、
地
方

自
治
体
の
取
り
組
み
を
無
視
し
た
も
の

で
、
容
認
で
き
な
い
。
２
つ
の
病
院
は

地
域
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
こ
と
を
県

と
合
意
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
市
民
に

適
切
に
情
報
発
信
し
て
ほ
し
い
。

二　
中
学
校
給
食
の
完
全
実
施
に
つ
い

て問　
令
和
３
年
12
月
の
実
施
に
向
け
て
、

食
育
や
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て
の

一　
予
算
編
成
の
考
え
方
に
つ
い
て

問　
市
長
は
、
令
和
２
年
度
の
当
初
予

算
を
元
年
度
に
比
べ
一
律
に
７
％
削
減

す
る
目
標
を
掲
げ
た
が
、
達
成
に
至
っ

て
い
な
い
。
扶
助
費
や
中
学
校
給
食
な

ど
の
負
担
が
増
す
中
、
２
年
度
の
予
算

編
成
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

答　
人
件
費
や
公
債
費
な
ど
の
増
加
を

見
込
み
、
経
常
的
経
費
で
あ
る
業
務
運

営
費
の
７
％
削
減
を
原
則
と
し
た
が
、

一
般
会
計
に
お
い
て
約
34
億
円
の
財
源

考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
給
食
を
生
き
た
教
材
と
し
て
子
ど

も
た
ち
の
食
育
を
進
め
、
食
育
の
充
実

に
つ
な
げ
た
い
。
地
元
の
農
畜
産
物
活

用
の
た
め
、
食
材
の
提
供
に
つ
い
て
Ｊ

Ａ
は
だ
の
な
ど
と
意
見
交
換
を
重
ね
、

生
産
者
に
も
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
も
ら

え
る
産
業
振
興
も
実
現
し
て
い
き
た
い
。

三　
新
東
名
・
２
４
６
バ
イ
パ
ス
の
最

大
活
用
に
つ
い
て

問　
秦
野
の
魅
力
発
信
の
た
め
、
（
仮

称
）
秦
野
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内
の
商
業

施
設
に
秦
野
産
木
材
を
使
用
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会

社
へ
の
働
き
か
け
は
ど
う
か
。
ま
た
、

新
東
名
高
速
道
路
建
設
工
事
に
伴
う
発

掘
調
査
に
よ
っ
て
出
土
し
た
文
化
財
や

不
足
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
複
雑
、
多
様

化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
対
応

し
よ
う
と
い
う
各
部
局
の
思
い
の
表
れ

だ
と
考
え
る
。
未
来
へ
つ
な
ぐ
５
つ
の

重
点
事
業
へ
優
先
的
に
予
算
を
配
分
し
、

市
債
の
抑
制
や
財
政
調
整
基
金
の
活
用

で
収
支
の
均
衡
を
図
っ
て
い
く
。

要
望　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
「
第
３
の

公
共
」
の
協
力
を
得
て
、
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
へ
と
シ
フ
ト
し
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

二　
地
域
医
療
の
充
実
・
強
化
に
つ
い

て問　
秦
野
赤
十
字
病
院
の
母
体
と
な
る

日
本
赤
十
字
社
に
つ
い
て
、
平
成
30
年

度
の
医
療
事
業
の
総
収
支
は
２
３
８
億

円
の
赤
字
と
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い

て
い
る
。
市
長
は
本
市
の
周
産
期
医
療

体
制
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

創  

和  

会　
　
谷　
　
和 

雄

夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る

秦
野
を
目
指
し
て

市
民
ク
ラ
ブ　
　
八 

尋　
伸 

二

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
た

施
策
運
営
を

一　
健
全
財
政
に
つ
い
て

問　
市
税
収
入
が
減
っ
て
い
る
中
、
健

全
財
政
を
維
持
す
る
上
で
財
政
調
整
基

金
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

答　
基
金
は
災
害
時
な
ど
不
測
の
財
政

需
要
に
備
え
、
標
準
財
政
規
模
の
10
％
、

30
億
円
程
度
を
適
正
残
高
の
目
安
と
し

て
い
る
。
適
正
な
残
高
を
確
保
し
な
が

ら
不
足
す
る
財
源
に
活
用
し
て
い
く
。

二　
危
機
管
理
体
制
等
に
つ
い
て

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
本
市
の
危
機
管
理
体
制
は
ど
の

よ
う
か
。

答　
市
民
に
重
大
な
被
害
が
及
ぶ
恐
れ

が
あ
る
危
機
を
未
然
に
防
止
す
る
な
ど
、

生
命
や
財
産
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
危
機
管
理
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
か
ら
情
報
収
集
を
行
い
、
予
防

対
策
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

三　
地
域
医
療
へ
の
取
り
組
み
と
産
後

ケ
ア
事
業
に
つ
い
て

問　
令
和
元
年
度
か
ら
日
帰
り
型
産
後

ケ
ア
事
業
が
開
始
さ
れ
た
が
、
他
市
で

も
行
っ
て
い
る
宿
泊
型
の
取
り
組
み
は

自
民
党
・
新
政
ク
ラ
ブ　
相 

原　
　
學

ふ
る
さ
と
秦
野
の
魅
力
を
生
か
し
た

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
か
。

答　
宿
泊
型
産
後
ケ
ア
は
施
設
や
人
的

資
源
の
確
保
に
つ
い
て
課
題
が
あ
り
、

現
時
点
で
は
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
が
、

有
識
者
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

引
き
続
き
実
施
に
つ
い
て
事
業
者
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。

四　
教
職
員
の
意
識
改
革
や
人
材
育
成

の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
教
職
員
の
資
質
の
向
上
な
ど
を
図

る
た
め
、
教
職
員
の
意
識
改
革
や
人
材

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る

が
、
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
教
職
員
の
勤
務
実
態
を
踏
ま
え
た

働
き
方
改
革
を
進
め
、
子
ど
も
と
向
き

合
う
時
間
を
確
保
し
て
効
果
的
な
教
育

活
動
が
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
域
の
信
頼
な
く
し
て
持
続
可
能
な
学

校
運
営
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
意
識
改

革
な
ど
を
図
り
、
研
修
体
制
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

五　
高
齢
者
に
優
し
い
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て

問　
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ
行

動
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
他
の
計
画

と
の
連
携
や
施
策
と
し
て
盛
り
込
む
内

容
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
行
動
計
画
は
新
総
合
計
画
を
上
位

計
画
と
し
、
健
康
、
福
祉
だ
け
で
は
な

く
、
教
育
、
文
化
な
ど
、
各
分
野
の
個

別
計
画
と
連
携
し
た
計
画
と
す
る
。
施

策
の
柱
と
し
て
は
、
高
齢
者
の
買
い
物

や
移
動
な
ど
の
生
活
支
援
、
就
労
の
促

進
な
ど
を
掲
げ
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
支

え
合
い
、
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
長
寿
社
会
の
理
念
の
実
現
を
目
指
す
。

六　
職
員
（
ひ
と
）
づ
く
り
基
本
方
針

に
つ
い
て

問　
職
員
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
実
効

性
の
あ
る
人
材
育
成
と
働
き
方
改
革
が

必
要
と
考
え
る
が
、
取
り
組
み
は
ど
の

よ
う
か
。

答　
職
員
自
ら
が
育
つ
仕
組
み
や
育
て

る
仕
組
み
を
体
系
化
し
、
計
画
的
な
職

員
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
女
性

職
員
の
管
理
職
登
用
な
ど
に
お
い
て
一

定
の
成
果
が
出
て
い
る
。
令
和
２
年
度

に
策
定
す
る
職ひ

と員
づ
く
り
基
本
方
針
実

施
計
画
で
は
、
働
き
方
改
革
や
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
の
強
化
な
ど
、
誰
も
が
働

き
や
す
い
、
活
躍
で
き
る
職
場
づ
く
り

を
推
進
す
る
視
点
を
加
え
、
人
材
育
成

の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
加
速
し
て
い
く
。

五　
新
た
な
時
代
に
お
け
る
自
治
体
運

営
に
つ
い
て

問　
令
和
２
年
度
予
算
編
成
に
当
た
り
、

予
算
配
分
に
お
け
る
基
本
姿
勢
の
基
と

し
た
財
政
見
通
し
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
財
政
調
整
基
金
は
、
標
準
財
政
規

模
の
10
％
を
確
保
で
き
る
見
込
み
で
あ

り
、
将
来
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
よ

う
、
地
方
債
の
借
り
入
れ
を
抑
制
し
た
。

危機に強い体制の整備と市民へ適切な情報発信を

秦野の魅力を発信できる周辺整備を

要
望　
秦
野
は
全
国
か
ら
選
ば
れ
る
魅

力
あ
る
ま
ち
と
考
え
る
。
我
々
も
秦
野

の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
行
政
課
題
解

決
の
た
め
の
提
案
を
し
な
が
ら
、
市
民

生
活
の
向
上
と
本
市
発
展
の
た
め
汗
を

流
し
て
い
く
。
市
長
を
は
じ
め
執
行
部

の
職
員
も
一
層
の
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。

市内の周産期医療体制の早期構築を

…�３月〜５月は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、多くの事業が中止となる一方で、市議会では同感染症へのさまざまな対応を行っています（７面で詳しく紹介しています）。
　公務の詳細は、市議会ホームページで公開しています。

議長公務

広告の媒体：はだの議会だより
　　　　　 （年４回、各58,000部発行）
広 告 規 格：縦4.7㎝×横10.5㎝
掲　載　料：１枠につき１回20,000円
申 込 方 法：�議事政策課へ連絡の上、
　　　　　　申込書を提出してください。

広告
募集 はだの議会だよりで

あなたのお店や会社を
PR しませんか

※詳しくはホームページを
　ご覧になるか、議事政策課
　（☎0463-82-9652）まで
　お問い合わせください。
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「
名
水
は
だ
の
富
士
見
の
湯
」の

指
定
管
理
者
が
決
定

新
た
な
西
公
民
館
の
使
用
料
を
決
定

議

案

審

議
議
案
審
議
は

１
面
に
も
掲
載

（

）

答　
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
避
難
所

運
営
や
地
域
の
連
携
強
化
に
よ
る
要
配

慮
者
の
避
難
支
援
な
ど
に
努
め
て
い
く
。

五　
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
地
域
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
た
生
活
支
援
や
送
迎
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
拡
充
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
地
域
の
多
様
な
団
体
と
連
携
し
、

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
進
め
、

生
活
支
援
活
動
や
、
移
動
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
立
ち
上
げ
に
取
り
組
む
。

問　
市
長
は
、
戸
川
土
地
区
画
整
理
準

備
組
合
に
対
し
、
戸
川
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
会
と
の
合
意
書
の
締

結
に
向
け
て
支
援
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
準
備
組
合
で
は
、
考
え
る
会
を
含

め
た
多
く
の
権
利
者
の
意
見
・
要
望
を

確
認
し
て
い
る
。
市
は
そ
の
意
見
な
ど

を
尊
重
し
準
備
組
合
を
支
援
し
て
い
く
。

問　
国
道
２
４
６
号
バ
イ
パ
ス
建
設
で

は
、
市
内
に
７
つ
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
削

す
る
が
、
本
市
の
誇
る
名
水
や
緑
豊
か

な
自
然
環
境
へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
国
に
対
し
て
、
自
然
環
境
な
ど
に

影
響
が
な
い
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

一　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
を
目
指
す
こ

と
に
つ
い
て

問　
本
市
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
進
め
る
た
め

に
は
、
内
閣
府
が
示
す
未
来
都
市
の
選

定
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
新
総
合
計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
、

17
の
ゴ
ー
ル
を
横
断
的
な
視
点
で
整
理

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

二　
市
民
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

問　
世
界
各
地
に
ま
ん
延
し
、
刻
々
と

変
化
す
る
状
況
の
中
、
市
民
が
求
め
る

情
報
を
丁
寧
に
発
信
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
本
市
の
見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
緊
急
情
報
メ
ー

ル
な
ど
に
よ
り
、
最
新
情
報
を
迅
速
か

つ
適
切
に
発
信
し
、
ま
た
、
外
国
籍
市

民
へ
も
分
か
り
や
す
い
説
明
に
努
め
る
。

三　
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

一　
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
安
倍
政
権
が
強
行
し
た
消
費
税
10

％
へ
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
市
民
の
家

計
も
経
済
も
落
ち
込
ん
で
い
る
。
施
政

方
針
に
、
市
民
の
お
か
れ
て
い
る
景
気

動
向
や
経
済
状
況
が
一
言
も
な
い
の
は

な
ぜ
か
。
ま
た
、
消
費
税
を
５
％
に
戻

し
、
市
民
の
暮
ら
し
を
応
援
す
る
政
治

の
実
現
が
急
務
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
施
政
方
針
は
、
本
市
の
経
済
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
た
予
算
案
を
基
に
、
市

政
運
営
の
基
本
方
針
を
述
べ
る
も
の
。

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
は
、
国
民
全
体

で
広
く
負
担
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

二　
平
和
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
米
国
は
、
新
小
型
核
を
搭
載
し
た

潜
水
艦
発
射
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
配
備
を

表
明
し
た
。
市
長
は
平
和
首
長
会
議
に

加
盟
し
て
い
る
が
、
こ
の
表
明
は
核
兵

問　
気
候
危
機
と
言
わ
れ
る
現
在
、
二

酸
化
炭
素
排
出
ゼ
ロ
の
宣
言
を
行
う
こ

と
で
、
環
境
対
策
に
効
果
的
な
取
り
組

み
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
他
市
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、
着

実
に
実
行
で
き
る
取
り
組
み
を
環
境
基

本
計
画
に
位
置
付
け
て
い
く
。

問　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
、
二
酸
化
炭

素
削
減
や
地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
、
防
災
対
策
な
ど
に
も
効
果
が
あ
る
。

本
市
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
未
活
用
の
間
伐
材
の
有
効
活
用
を

進
め
、
豊
か
な
里
山
環
境
を
生
か
し
た

実
現
可
能
で
持
続
性
の
あ
る
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

四　
防
災
対
策
に
つ
い
て

問　
避
難
所
運
営
に
女
性
の
視
点
で
の

見
直
し
や
、
高
齢
者
な
ど
要
配
慮
者
の

避
難
体
制
整
備
が
必
要
だ
が
、
ど
う
か
。

器
廃
絶
へ
の
重
大
な
逆
流
だ
が
ど
う
か
。

答　
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
核
に
対
す
る
行

動
の
是
非
は
国
レ
ベ
ル
の
議
論
だ
が
、

核
兵
器
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
の
実

現
は
、
国
民
の
切
な
る
願
い
で
あ
る
。

三　
未
来
へ
つ
な
ぐ
５
つ
の
重
点
事
業

に
つ
い
て

公  

明  

党　
　
山 

下　
博 

己

市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
へ
の
取
り
組
み
を

日
本
共
産
党　
　
露 

木　
順 

三

市
長
は
市
民
の
暮
ら
し
を
応
援
す
る
た
め

国
に
消
費
税
５
％
へ
の
減
税
を
求
め
よ戸川土地区画整理事業予定区域

木質バイオマスの利用推進を

議
案
第
16
号　
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

▼
要　
旨

　

名
水
は
だ
の
富
士
見
の
湯
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
が
令
和
２
年

９
月
末
で
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
事

業
者
を
公
募
し
、
秦
野
市
名
水
は
だ
の

富
士
見
の
湯
指
定
管
理
者
選
定
評
価
委

員
会
で
審
議
し
た
結
果
、
日
本
メ
ッ
ク

ス
株
式
会
社
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指

定
す
る
も
の
。

　

な
お
、
指
定
期
間
は
、
令
和
２
年
10

月
１
日
か
ら
令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で

の
３
年
間
と
す
る
も
の
。

議
案
第
８
号　
秦
野
市
立
公
民
館
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

秦
野
市
立
西
公
民
館
を
西
中
学
校
多

機
能
型
体
育
館
内
に
移
転
す
る
こ
と
に

伴
い
、
そ
の
位
置
と
使
用
料
を
改
め
る

と
と
も
に
、
字
句
の
整
理
を
行
う
た
め
、

改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
規
則
で
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
な
ど

問　
今
回
、
市
へ
の
指
定
管
理
納
付
金

が
大
幅
に
減
額
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
と
感
じ
る
が
、
今
ま

で
と
同
一
の
事
業
者
が
選
定
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
指
定
管
理
期
間

を
３
年
間
と
し
た
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
指
定
管
理
期
間
を
５
年
間
と
す
る

考
え
も
あ
っ
た
が
、
指
定
管
理
者
選
定

評
価
委
員
会
か
ら
、
現
在
の
経
営
状
態

で
は
５
年
間
は
長
す
ぎ
る
と
の
意
見
が

あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
３
年
間
と
設

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
西
公
民
館
を
西
中
学
校
多
機
能
型

体
育
館
内
へ
移
転
す
る
こ
と
に
伴
い
、

使
用
料
を
引
き
上
げ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

利
用
者
数
へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
新
た
な
西
公
民
館
は
多
用
途
に
利

用
で
き
る
部
屋
が
あ
り
、
他
の
公
民
館

よ
り
も
利
用
し
や
す
い
面
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
利
用
者
が
大
き
く
減
少
す
る
こ

と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
公
民
館
の
使
用
料
は
、
将
来
の
建

て
替
え
な
ど
を
考
慮
し
て
行
政
経
営
的

な
視
点
か
ら
算
定
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
が
、
「
公
共
施
設
の
利
用
者
負

担
の
適
正
化
に
関
す
る
方
針
」
に
よ
り

算
定
し
た
使
用
料
の
額
を
減
額
す
る
根

拠
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
減
額
に
つ
い
て
は
、
計
算
式
な
ど

に
よ
り
算
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、

令
和
２
年
１
月
に
策
定
し
た
「
更
新
後

の
公
共
施
設
に
係
る
使
用
料
の
額
の
算

定
に
関
す
る
基
準
」
に
基
づ
き
、
利
用

者
の
視
点
に
立
っ
た
上
で
の
調
整
を
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

定
し
た
。

要
望　
経
営
の
安
定
化
に
向
け
、
弘
法

山
を
訪
れ
る
ハ
イ
カ
ー
の
誘
客
や
レ
ス

ト
ラ
ン
の
魅
力
向
上
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
特
に
市
外
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ

に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

問　
オ
ー
プ
ン
以
来
、
赤
字
経
営
と
な

っ
て
い
る
が
、
当
初
か
ら
事
業
費
全
体

を
毎
月
の
指
定
管
理
納
付
金
で
回
収
で

き
る
計
画
で
あ
っ
た
の
か
。

答　
納
付
金
１
０
０
万
円
に
つ
い
て
は
、

建
物
の
建
設
に
か
か
っ
た
約
３
億
４
７

０
０
万
円
を
耐
用
年
数
の
31
年
間
で
減

価
償
却
す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
設
定
し

た
も
の
で
あ
り
、
事
業
費
全
額
の
回
収

を
想
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

意
見　
現
在
の
経
営
状
態
が
続
く
中
で
、

指
定
管
理
者
を
指
定
で
き
る
こ
と
は
良

か
っ
た
が
、
指
定
管
理
期
間
が
満
了
す

る
３
年
後
に
新
た
な
事
業
者
が
決
ま
る

保
証
は
な
く
、
赤
字
経
営
の
解
決
に
向

け
早
急
に
議
論
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

納
付
金
の
１
万
円
へ
の
減
額
は
、
本

市
の
財
政
面
に
貢
献
す
る
と
定
め
る
条

例
に
反
す
る
た
め
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

年
間
約
６
千
万
円
の
赤
字
リ
ス
ク
を

３
年
間
は
回
避
で
き
、
よ
り
本
市
の
財

政
面
に
貢
献
す
る
事
業
者
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
） 「名水はだの富士見の湯」露天風呂

要
望　
利
用
者
を
増
や
す
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
安
定
的

な
収
入
確
保
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
も
使
用
料
が
高
く
な
ら
な
い
た
め

の
環
境
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

使
用
料
値
上
げ
は
、
公
民
館
利
用
団

体
の
負
担
を
重
く
し
、
社
会
教
育
法
の

目
的
に
反
す
る
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　スマートフォンやタブレット
端末で手軽に読めるアプリ「マチ
イロ」で議会だよりを配信してい
ます。ぜひご利用ください。
※�アプリのダウンロード
は無料でできますが、
通信費は利用者負担と
なります。

　これまで、市役所本庁舎４階の奥に位置し、目に留まり
にくい場所にあった議会図書室を、同じく４階の、より気
軽に訪れやすい場所へと移転しました。ご利用される場
合は、議事政策課にお声かけください。
　今後も、議会活動や市政に、より関心を深めていただ
く取り組みの一つとして、議会図書室を充実させていき
ます。

議会図書室を移転しました！
～利用しやすくリニューアル～

西公民館が移転する西中学校多機能型体育館
完成予想図
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一 般 会 計
総 務 分 科 会

広報宣伝費について

問　本市の地域資源である日本一お
いしい水や水無川の桜並木などの魅
力をＰＲするためには、小田急沿線
の住民に向けた情報の発信が効果的
であると考えるが、小田急電鉄株式
会社との連携はどのようか。
答　新宿駅のホームに設置されてい
る電飾看板の活用や、車両出入口上
部のモニターで本市の山や桜のプロ
モーション動画を再生することなどに
より、情報の発信に取り組んでいる。
要望　本市の知名度アップに向けた
シティープロモーションについて、は
だの丹沢クライミングパークのオー
プンを一つの機会と捉え、さらなる連
携強化に努めてほしい。

小田急線新宿駅に設置された電飾看板

普通財産管理費について

問　低・未利用地については、賃貸
や売却などで自主財源の確保に努め
るとあり、令和２年度の売り払いの目
標を４億円としているが、元年度にお
ける売却の実績がない中で、目標設
定が実態とかけ離れていると考える
が、どのようか。
答　未利用地は、面積が広いものや境
界が未確定なもの、あるいは上下水道
管が敷設されたままのものなど、売却
には課題もあるが、一つずつ解決しな
がら、財源の確保につなげていきたい。
意見　元年度と比べ予算が減額して
いるが、課題解決のためには、区画
を分割するなど、宅地として売却で
きるよう取り組むべきである。

収納管理費について

問　スマートフォンアプリの導入によ
り、場所や時間を気にせずに市税な
どが納付できることとなるが、導入経
費と期待される効果はどのようか。
答　既存のシステムを利用するため、
導入経費は不要となるが、１件当たり
63円の利用料を市が負担することに

なる。また、納税者の利便性向上によ
り収納率が上がり、督促状発送件数
の減少につながることが期待できる。

都市交流事業費について

問　市民と行政との連携で築いてき
た姉妹都市や友好都市との信頼関係
は、継続することが重要であるが、今
後の事業展開はどのようか。
答　本市には３つの国際交流団体が
あり、各団体が積極的に行う活動を
支援しながら、市民主体の交流事業
を、団体との協働により進めていく。
要望　特定の人だけでなく、多くの
市民が参加し、継承されるよう、各団
体との連携を強化してほしい。

通信施設維持管理費について

問　外国人や障がい者との円滑なコ
ミュニケーションを図るため、多言語
音声翻訳アプリ「救急ボイストラ」を
導入するとのことだが、救急現場に
おける具体的な運用はどのようか。
答　救急隊員用のスマートフォンにイ
ンストールすることで、15言語に対応
した音声と文字の翻訳が可能となり、
令和２年４月に消防署西分署の救急

隊から導入を開始し、８月には全ての
救急隊に導入が完了する。
要望　今後、外国人や障がい者への
救急対応は重要となってくるため、さ
らなる充実に努めてほしい。

救急体制のさらなる充実を

資機材設置事業費について

問　自主防災会が防災資機材を効果
的に運用できる体制を構築するため、
市民提案型協働事業として採択され
た新規事業であるが、事業の概要と
補助の見込みはどのようか。
答　提案団体であるQQ防災クラブが、
自主防災会に対し、救助活動に必要
な資機材を格納する救命ボックスの
設置などの支援を行うものであり、令
和２年度は、15件程度の補助を予定
している。
要望　このように地域防災力の向上
を図る事業は、自主防災会の活性化
には有意義であることから、積極的に
活用されるよう取り組んでほしい。

総務分科会
座　長：八尋　伸二
副座長：福森　真司
分科員：相原　　學　　露木　順三
　　　　山下　博己　　高橋　文雄
　　　　諸星　　光

文教福祉分科会
座　長：谷　　和雄
副座長：野々山静香
分科員：古木　勝久　　中村　英仁
　　　　佐藤　文昭　　小菅　基司
 　風間　正子　　横溝　泰世

環境都市分科会
座　長：横山むらさき
副座長：原　　　聡
分科員：吉村　慶一　　伊藤　大輔
　　　　川口　　薫　　大野　祐司
　　　　阿蘇　佳一

予算決算
常任委員会

委員長：木村　眞澄
議長を除く23人の委員で
構成され、予算と決算に関
する事項を所管しています。

～ふるさと秦野の魅力を磨き、未来へ飛躍する予算　原案可決～

令和２年度予算を厳しくチェック
税金の使い道が決まりました

　市は、新年度に向けて、１年間にどのくらい
の収入が見込まれて、それをどのように使うの
か計画し、予算案を作成します。
　市議会は、提案された予算案が住民の立場か
ら見て、適切かどうかを審議します。こうした
市議会での審議を経て、予算案が可決されると、
予算が成立します。

　第１回（３月）定例会は、
市の１年間の税金の使い道を
決めるため「予算議会」とも

言われています。

　市は、新年度に向けて、１年間にどのくらい
の収入が見込まれて、それをどのように使うの
か計画し、予算案を作成します。
　市議会は、提案された予算案が住民の立場か
ら見て、適切かどうかを審議します。こうした
市議会での審議を経て、予算案が可決されると、
予算が成立します。

予算って
どうやって
決まるの？

市が予算案を
作成

市長が議会に
予算案を提案

本会議で
予算決算常任
委員会に付託

予算決算常任
委員会で慎重
に審査

議長に審査
結果を報告

本会議で採決し、
可否を決定

ギ カ イ の ギ モ ン

1 2 3 4 5 6
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　実質単年度収支が８
年連続で赤字と予想さ
れる状況は異常であり、
覚悟ある事業の選択と

限られた財源の集中ができていない。
また、平和推進事業費は削減ではな
く拡充すべきであること、新東名高速
道路工事の影響で地下水の枯渇など
が懸念され、環境破壊につながる予
算であることなどから、反対する。

　令和元年度より１億
２千万円増となる２年
度予算では、人件費や
扶助費が増加し、歳入

では法人市民税の減収などにより市
税全体で２年ぶりの減収見込みとな
った。本市の財政は厳しい状況であり、
また、新型コロナウイルス感染症の感
染拡大が景気に大きく影を落とし、経
済に与える影響は予測できない。
　そのような中において、市民の安
全・安心を守るため、防災・減災対策
の取り組みを強化することや、職

ひ と
員

づくり基本方針実施計画を策定する
ことなどは評価し、その効果を大いに
期待するものである。
　市長が掲げる「未来へつなぐ５つの
重点事業」を進めていくためには、財
源が重要となる。市内事業者の人材育
成にも力を入れ、中小企業の活力につ
なげるとともに、積極的に補正予算を
組むなど、景気対策を行ってほしい。
　投資すべきところには積極的に投
資しながら、引き続き持続可能な行
政経営に取り組むことを要望する。▲

採決の結果
　委員会　原案可決（賛成多数）
　本会議　原案可決（賛成多数）

一 般 会 計
文教福祉分科会

障害児早期療育推進
事業費について

問　ことばの相談室の利用は毎年
200人を超える水準で推移しており、
申請から検査を行うまでの待機期間
は４カ月程度を要しているのが現状
である。令和２年度から臨床心理士
を１人増員するとのことだが、その効
果はどのようか。
答　臨床心理士を増員することで、１
日当たりに対応できる児童数が増える
こととなる。利用を希望する児童への
検査や訓練を年間を通じて行うこと
で待機期間の短縮を図っていきたい。

生活困窮者自立支援
事業費について

問　令和２年度から既存の自立相談
支援などに加え、新たに就労準備と
家計改善についての事業を開始し、
生活困窮者を包括的に支援するとの
ことだが、その概要はどのようか。
答　生活困窮者には就職活動に向け
た就労準備が必要となる人もいるた
め、ボランティア活動などを通じて社

会性を身に付けるための支援を行っ
ていく。また、金銭管理が難しい人に
は、家計簿の付け方など家計改善に
向けた支援を行うものである。

学力向上推進事業費について

問　教育水準の改善・向上のため、
令和２年度から民間企業との連携に
よる授業力向上プロジェクトを実施
するとのことであるが、その内容はど
のようか。
答　民間企業のノウハウなどを生か
した研修授業を展開するほか、児童・
生徒の語

ご い

彙力、読解力に関する調査
を実施し、その結果を分析することに
より、さらなる授業の改善へつなげる
取り組みである。

学力向上を目指して

妊娠・出産包括支援
事業費について

問　出産後間もない母親の心理的ス
トレスなどの軽減を図ることを目的と

して、令和元年度から市直営の日帰
り型産後ケア事業を実施しているが、
今後の展開はどのようか。
答　元年12月に母子保健法が改正さ
れ、産後ケア事業の実施が自治体の
努力義務になったことから、回数を増
やしていく必要があると認識している。
２年度は引き続き、市直営で行いなが
ら、宿泊型などの実現を目指していく。

日帰り型産後ケア事業の様子

オリンピック・パラリンピック
学校連携観戦事業費について

問　オリンピック競技を観戦する機
会を設け、小・中学生の運動意欲の
向上などにつなげるとのことだが、観
戦する競技種目や人数はどのようか。
答　各家庭にアンケートを行った結
果、ニーズが高かった野球やサッカ
ーなどの競技を多くの児童・生徒が観
戦できるよう、合計で1,380枚の申し
込みを行っている。
意見　市内の全ての児童・生徒が観

戦できる枚数を用意できるものでは
ないことから、観戦できる児童・生徒
の選定については教育の見地からよ
く検討する必要がある。

子どもの未来応援
事業費について

問　子どもの貧困対策の推進に関す
る法律に基づき、将来を担う子ども
たちの輝ける未来を地域で創ること
などを目的とした事業であるが、令和
２年度の概要はどのようか。
答　子どもの居場所や食事などを提
供する市民団体に対し、活動に必要
な会場使用料などの経費について、 
１団体当たり２万円とし、３団体への
助成を見込んでいる。

教育委員会表彰制度の
周知について

要望　この制度は、文化やスポーツ
などの分野で優秀な成績をおさめた
人の功績をたたえ、表彰するもので
あるが、市民に対する周知が不足し
ていると感じる。広報紙やホームペー
ジだけではなく、動画での情報発信
も有効であると考えられるため、実際
の競技の様子などをＳＮＳを通じて、
広く発信することを検討してほしい。

一 般 会 計
環境都市分科会

ほほえみ収集経費について

問　高齢者などのごみ出し支援だけ
でなく、安否確認の役割もあるが、高
齢化の進展などにより、利用希望者の
さらなる増加が見込まれる。現在の体
制ではほほえみ収集事業を維持して
いくことが難しいと考えるが、どうか。
答　収集車１台で対応する現行の収
集体制では限界があるため、潜在的
な対象者数を把握し、福祉部門が行
うごみ出し支援なども含めた支援体
制を検討したい。

農作物被害防除
事業費について

問　かながわ鳥獣被害対策支援セン
ターからの支援を受け、ドローンを活
用した被害対策事業を実施している
とのことだが、事業の概要と令和２年
度の取り組みはどのようか。
答　平沢小原地区において、元年度
にドローンを用いた農作物被害など
の情報収集・分析を行い、防護柵の
効果的な設置や捕獲などに生かす取
り組みを行っており、２年度は新たに
３地区で実施する予定である。
問　ジビエについては、本市の観光
振興に大きな役割を果たす可能性が
ある。良質な肉の供給には捕獲から
解体までの工程を一貫して行う必要
があるが、事業者に対する支援はど
のようか。
答　ジビエを活用するためには、事
業者のニーズを把握する必要がある

と認識している。まずは商工会議所が
行うジビエ料理の研究開発などを支
援し、動向をつかんでいきたい。

ドローンを活用した有害鳥獣対策の様子

地球温暖化対策
事業費について

意見　エネルギーの地産地消により
地域経済の好循環をつくり、自立し
た財政を目指す必要がある。間伐材
を活用した木質バイオマス発電を導
入するなど、環境分野への投資にシ
フトすべきである。

空家等対策事業費について

問　予算編成方針にある「選択と集
中」については、政策に優先順位を
つけ、限られた財源を集中することと
受け取ったが、市内に約1,900戸存在
する空き家の対策として、約81万円
の予算で何ができるのか。
答　令和３年度に開設予定の空家バ
ンクへの登録を募集するリーフレット
を作成し、市内の建物所有者への納
税通知に同封して周知するとともに、
登録の意向を把握していく。
意見　覚悟のある選択と予算の集中
が「選択と集中」であり、この予算で
は効果的な対策は難しいと考える。
空き家問題の解決には、所有者を一
人ずつ訪問する覚悟を持って臨むべ
きである。

交通弱者に向けた
移動支援について

問　乗合バスの乗降客が減少し、廃
止される路線も多いとのことだが、高
齢化の進展に伴い、自家用車などを
持たない交通弱者に向けた、移動手
段確保の取り組みはどのようか。
答　公共交通空白・不便地域におい
ては、地域住民と協働した乗合自動
車の運行支援のほかに、社会福祉法
人の車両を活用した買い物支援の取
り組みが始まっており、今後、公共交
通部門と福祉部門の連携を強化して
いきたい。

駅前広場等管理費について

問　まちづくりにおいては安心・安全
に配慮した整備が不可欠であるが、
鶴巻温泉駅北口広場については舗装
に凹凸があり、高齢者が転倒する危
険性がある。安全対策はどのようか。
答　駅前広場内の舗装は、一部に石
の欠損など経年劣化がみられるため、
アスファルト舗装への変更などにより、
歩行者の安全確保を優先したい。
要望　鶴巻温泉駅南口駅前広場内に
タクシープールが設置されたが、ほ
とんど利用されていない。駅周辺は
徒歩圏内であることなど、広い視野
を持ち検証してほしい。

鶴巻温泉駅南口駅前広場

反対
討論

賛成
討論
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議 会 の 動 向
○2月
	 19日（水）	・議案送付
	 21日（金）	・議会運営委員会
	 26日（水）	・市議会第１回定例会開会	 【傍聴者数１人】
	 	 ・代表者会議
○３月
	 ２日（月）	・本会議（代表質問）	 【傍聴者数18人】
	 	 ・追加議案送付
	 ３日（火）	・本会議（代表質問）	 【傍聴者数22人】
	 	 ・議会運営委員会
	 ４日（水）	・本会議（議案審議）
	 	 ・議会運営委員会
	 ６日（金）	・予算決算常任委員会（総務分科会）	 【傍聴者数１人】
	 ７日（土）	・議会運営委員会
	 ９日（月）	・予算決算常任委員会（文教福祉分科会）
	 10日（火）	・予算決算常任委員会（環境都市分科会）	【傍聴者数１人】
	 12日（木）	・総務常任委員会	 【傍聴者数１人】
	 	 ・予算決算常任委員会（総務分科会）
	 13日（金）	・文教福祉常任委員会	 【傍聴者数１人】
	 	 ・予算決算常任委員会（文教福祉分科会）
	 16日（月）	・環境都市常任委員会	 【傍聴者数２人】
	 	 ・予算決算常任委員会（環境都市分科会）
	 17日（火）	・代表者会議
	 23日（月）	・追加議案送付
	 24日（火）	・代表者会議
	 26日（木）	・議会運営委員会
	 	 ・予算決算常任委員会	 【傍聴者数２人】
	 	 ・市議会第１回定例会閉会	 【傍聴者数２人】
	 	 ・臨時議員連絡会
	 	 ・議会運営委員会
	 	 ・議会報編集委員会
	 27日（金）	・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第１回定例会
○４月	
	 16日（木）	・代表者会議
	 	 ・議員連絡会
	 	 ・議会運営委員会
	 	 ・議会報告会検討会
	 22日（水）	・代表者会議
	 27日（月）	・議案送付（臨時会）
○５月
	 １日（金）	・議会運営委員会
	 	 ・市議会第１回臨時会
	 15日（金）	・代表者会議
	 	 ・議員連絡会
	 	 ・議会報編集委員会

水道事業会計

「おいしい秦野の水」
販売促進費について

要望　秦野市のＰＲと災害時に
おける飲料水の確保を目的とし
たおいしい秦野の水であるが、
マイクロプラスチックの発生源
になるペットボトルを利用して
いる。直ちにアルミ缶などにか
えることは難しいと考えるが、
ＳＤＧｓの理念を踏まえた取り
組みを検討してほしい。▲

本会議での反対討論
　水道料金に消費税を課税して
いること、地下水を利用する企
業に応分の負担を求めるべきで
あることなどから、反対する。▲

本会議での賛成討論
　老朽化した管路や施設の更新
を行い、市民の生活を支える水
道事業のさらなる安定した健全
経営を維持すること、おいしい
秦野の水のブランド化を図るこ
とを要望し、賛成する。▲

採決の結果
　委員会　原案可決（賛成多数）
　本会議　原案可決（賛成多数）

公共下水道事業会計

一般会計からの
繰入金について

問　下水道使用料収入の多くは
企業債の償還金に充てられ、一
般会計からの繰入金がなければ
公共下水道事業が成り立たない
とのことだが、下水道を利用し

ていない市民にも負担が生じる
ことについての考えはどうか。
答　公共下水道事業については、
生活環境や自然環境の保全など
社会性の高い事業であるとの観
点から、下水道を利用する市民
からの使用料収入だけではなく、
一般会計で経費の一部を賄うと
いう考えである。
要望　一般会計からの繰入金の
一部は、総務省が定める繰入の
基準に含まれない事業へ充当さ
れていることから、公平・公正
という視点での負担のバランス
を考えてほしい。

水洗化促進広報費
について

意見　水洗化率の向上を目指し、
訪問の強化などを進めていると
のことだが、目標達成には厳し
い状況である。県が所管する浄
化槽管理業務の移管を受け、情
報を把握することにより、さら
なる水洗化率の向上に取り組む
べきである。▲

本会議での反対討論
　明らかな貧困世帯には下水道
使用料を減免すべきであること
などから、反対する。▲

本会議での賛成討論
　市民の安全で安心な暮らしを
支えるための経営基盤強化に努
め、下水道使用料の改定につい
てもゼロベースで審議すること
を要望し、賛成する。▲

採決の結果
　委員会　原案可決（賛成多数）
　本会議　原案可決（賛成多数）

国民健康保険事業特別会計

▲

本会議での反対討論
　国民健康保険税は高過ぎること、さら
に保険税の値上げを前提とした予算編成
であることなどから、反対する。▲

採決の結果
　委員会　原案可決（賛成多数）
　本会議　原案可決（賛成多数）

介護保険事業特別会計

地域支援事業費について

問　高齢者の人口が増えている中、介護
予防・生活支援サービス事業の令和２年
度予算は、元年度と比較すると減額とな
っているが、その理由はどのようか。
答　総合事業をはじめとした保険者機能
を強化する取り組みを積極的に行った結
果、心身の状態が改善するなど介護サー
ビスを卒業する高齢者が増えている。こ
のような実績などを踏まえて積算してい
るため、減額したものである。
要望　このような成功事例は、高く評価
すべきであり、市民にも広く周知をして
ほしい。また、職員においても共有を図
り、モチベーションの向上につなげてほ
しい。

介護保険事業における
中・長期的な考え方について

要望　高齢者保健福祉計画・介護保険事
業計画は３年を一期として考え、人口推
計から被保険者数の伸び率などを勘案し
て保険料などを定めている。
　今後の計画策定では、中・長期的な視
点に立って推計などを行い、その内容に
ついて３年間隔で見直しを図るといった
考え方を持ってほしい。▲
本会議での反対討論

　介護保険料を滞納した場合には、ペナ
ルティーが科され、必要な介護を受けら
れない人が生まれる制度であることなど
から、反対する。▲

採決の結果
　委員会　原案可決（賛成多数）
　本会議　原案可決（賛成多数）
　本会議　　原案可決（賛成多数後期高齢者医療事業特別会計

▲

本会議での反対討論
　一定以上の所得がある人に窓口での２
割負担を強いているなどの後期高齢者医
療制度は廃止し、以前の老人保健制度に
戻すべきであることから、反対する。▲

採決の結果
　委員会　原案可決（賛成多数）
　本会議　原案可決（賛成多数）

議員研修会を実施
〜通年会期制や政策立案などを学ぶ〜

　市民から必要とされる議会を目指し、議員の政策形成や立案能力の向
上を目的として、令和２年２月14日に議員研修会を実施しました。
　当日は、早稲田大学マニフェスト研究所招聘研究員の長

おさない

内紳
しん

悟
ご

氏を講
師に招き、議会の通年会期制や議員の政策立案などについて学びました。
　長内氏は、地域課題が複雑・多様化している中で、より多角的に議論
するためには、通年会期制の導入が効果的であることや、政策立案に当

たっては個人の「問題」を、み
んなの「課題」として共有する
ことや、そのためには、「対話」
が非常に重要となることなどに
ついて講演されました。研修会
終了後も、通年会期を導入した
議会の状況など多くの質問が積
極的になされていました。

会 計 区 分 令和2年度
当初予算額

令和元年度
当初予算額 増減額 増減率

一 般 会 計 507億3,000万円								 506億1,000万円								 1億2,000万円 0.2%

水 道 事 業 会 計 36億1,100万円 37億5,900万円 △1億4,800万円 △3.9%

公 共 下 水 道
事 業 会 計 55億2,500万円 59億8,800万円 △4億6,300万円 △7.7%

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計 173億2,400万円 180億8,200万円 △7億5,800万円 △4.2%

介 護 保 険
事 業 特 別 会 計 126億6,000万円 123億8,200万円 2億7,800万円 2.2%

後期高齢者医療
事 業 特 別 会 計 24億6,500万円 22億1,600万円 2億4,900万円 11.2%

計 923億1,500万円 930億3,700万円 △7億2,200万円 △0.8%

令和 2 年度	各会計予算額



新型コロナウイルス感染症拡大防止における議会の取り組み

3/7
に決定

秦野市議会災害時等行動
マニュアルに基づき、秦野

市議会災害等対策会議を設置し、
市議会として情報収集・共有、要望・
意見の取りまとめを進めています。

本市議会では、市内で大規模な地震や風
水害、感染症などが発生した場合に安心
した市民生活を確保するため、議会と議
員がどのように行動すべきか、具体的な
対応について定め、必要に応じて見直し
を行っています。
直近では、令和元年10 月の台風第19号
の際に議会として対応した経験から、近
年増加する風水害への対応を新たに明記
しました。（令和２年４月改定）

3/16
に設置

令和２年３月第１回
定例会において「新

型コロナウイルス感染症に
おける緊急対策の強化を求
める意見書の提出につい
て」の議員提出議案を賛
成全員で可決し、政府に対
し意見書を提出しました。

議員や市職員はマスクを着用し、
発言もマスクを着用したままで行い
ます。また、大人数で長時間の会
議を行うことを避け、会場のレイア
ウトを工夫し、出席者同士が接近
しないようにするなど、３つの密を
回避することに努めます。

新型コロナウイルス感染症拡大防
止、また傍聴にお越しの方の健康
と安全を守るため、当分の間、傍
聴を控えていただくようお願いしま
す。なお、本会議はイ
ンターネットでご覧いた
だけます。

市民の安全・安心、健康を最優先
とし、市職員に万全の体制で感染

防止に係る業務に専念してもらうため、
3 月 18 日と 23 日に予定していた一般質問
を中止しました。

3/26
に提出

市議会議員の新型コロナウイルス感染症対策を
決定しました。

例えば・・・
・風邪の症状などがある場合は、会議を欠席する。
・自身の健康管理を徹底するとともに、不要不急の外出
を避けるなど、感染症の予防に努める。

・議員が新型コロナウイルスに感染した可能性がある場
合などは、行動フローに基づき適切な対応をとる。

4/16
に決定

市議会議員を通して市民の要望や意見を秦野市議会災害等対策会議で取りま
とめ、市長に要望・意見として提出しました。第２回目以降も要望・意見の取
りまとめが出来次第、随時提出をしています。

≪こんな市民の声を届けました≫
・休業や営業時間の短縮に協力した個人事業主などに、本市独自の支援を行ってほしい。
・児童・生徒に対し、学童保育での訪問指導、自宅での学習支援を行ってほしい。
・財政調整基金を取り崩し、本市独自の財政支援を行ってほしい。

4/20（第1回目）
に提出

秦野市議会災害時等
行動マニュアルとは・・・

傍聴を希望される皆様へ

本会議・委員会などの開催時

新型コロナ
ウイルスで
生活は

どうなるの？

相互に
情報共有意見・要望の

取りまとめ
市民の声 市議会議員

秦野市議会
災害等対策会議 秦野市

新型コロナ
ウイルス
感染症
対策本部

こちらから
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＜第1回（5月）臨時会の審議結果一覧表＞

区
分

議案
番号

議　案　等　名　称
（議案などの資料は、秦野市議会ホームページでご覧いただけます。）

採
決
の
結
果

創和会 自民党・
新政クラブ

市民
クラブ 公明党 日本

共産党 無所属
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相
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尋
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山
静
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市
長
提
出
議
案

第 26 号 秦野市特別職職員の給与等に関する条例の一部を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

※
採
決
に
は

　
加
わ
り
ま
せ
ん

議
長（

）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○
第 27 号 専決処分の承認について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○要旨：秦野市国民健康保険税条例の一部を早急に改正する必要があったため専決処分したもの
第 28 号 令和２年度秦野市一般会計補正予算（第１号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ●

議
員
提
出

議
案 第 ２ 号 秦野市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ●
報告案件（１件）専決処分の報告について（市道の管理瑕疵に係る損害賠償）

○：賛成　　●：反対　　欠：欠席

５月
臨時会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
経
済
対
策

な
ど
の
事
案
に
つ
い
て
審
議
す
る
た
め
、
第
１
回
（
５

月
）
臨
時
会
が
５
月
１
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
臨
時
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
市
長
提

出
議
案
等
４
件
（
う
ち
、
報
告
１
件
）
の
ほ
か
、
議
員

提
出
議
案
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

令和３年３月末まで
議員報酬を７％削減

　  『市民1人10万円の給付金
　　　　申請書の発送は５月中、支給開始は５月下旬を予定』

〜新型コロナウイルス感染症対策のための補正予算を可決〜 議提議案第２号　秦野市議会議員の議
員報酬、費用弁償及び期末手当に関す
る条例の一部を改正することについて▲

採決の結果
　本会議　原案可決（賛成多数）

議案第 28 号　令和２年度秦野市一般会計補正予算（第１号）を定めることについて▲

採決の結果　本会議　原案可決（賛成多数）

（1） 本市独自の支援策
１億 3,530 万円

・ 新型コロナウイルス感染症拡大
防止協力金     １億 3,300 万円
　県の緊急事態措置により休業
や夜間営業時間の短縮要請に協
力した事業所を賃借している中
小企業、個人事業主を支援

・観光施設支援金 230 万円
　丹沢山小屋組合、鶴巻温泉組
合などを支援

・ 特別定額給付金 162 億 2,022 万 6,000 円
　市民１人当たり10万円の給付金の支給

・子育て世帯への臨時特別給付金  
 １億 8,355 万 6,000 円
　児童手当の支給対象児童１人当たり１万円
の給付金の支給

・幼・小・中保健事務費 506 万 5,000 円
　幼稚園・小学校・中学校で感染症の拡大防
止に必要となるマスク、消毒液などの購入

（2） 国の緊急経済対策
164 億 884 万 7,000 円

令和３年３月末まで
市長の給料などを20％削減
副市長は10％、教育長は７％
議案第 26 号　秦野市特別職職員の給
与等に関する条例の一部を改正するこ
とについて▲

採決の結果
　本会議　原案可決（賛成全員）



はだの議会だより 令和 2年（2020 年）５月24日（日）  第 236 号〘8〙

…委員会に付託された案件が、会期中に採決に至らず継続審査にもならないこと審査未了
…付託委員会の審査が会期中に終了しない議案などについて、委員会の申し出に基づいて、議会の議決により閉会中も審査を継続すること継続審査

広告

広告

第２回（6月）定例会日程

※会議の日程、時刻は変更することがあります。
※第２回（６月）定例会で審査する請願・陳情の提出期限は、５月26日（火）午後５時までです。
※議員への議案送付は、５月28日（木）の予定です。

５月 29日（金）午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会
６月 ４日（木）午 前 ９ 時 本会議（開会・提案説明）

８日（月） 〃 本会議（議案審議）
本 会 議 終 了 後 議会運営委員会

10日（水）午 前 ９ 時 30 分 総務常任委員会
総務常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：総務分科会）

11日（木）午 前 ９ 時 30 分 文教福祉常任委員会
文教福祉常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：文教福祉分科会）

12日（金）午 前 ９ 時 30 分 環境都市常任委員会
環境都市常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：環境都市分科会）

15日（月）午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会
16日（火）午 前 ９ 時 本会議（一般質問）
17日（水） 〃 本会議（一般質問）
18日（木） 〃 本会議（一般質問）
23日（火）午 前 ８ 時 45 分 議会運営委員会

午 前 ９ 時 30 分 予算決算常任委員会（座長報告・委員会採決）
常任委員会閉会後 本会議（委員長報告・議案審議・閉会）
本 会 議 終 了 後 議会運営委員会
議会運営委員会終了後 議会報編集委員会

＜第1回（3月）定例会の審議結果一覧表＞
○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席

区
分

議案等
番号

議　案　等　名　称
（議案などの資料は、秦野市議会ホームページでご覧いただけます。）

採
決
の
結
果

創和会 自民党・
新政クラブ

市民
クラブ 公明党 日本

共産党 無所属
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伊
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長
提
出
議
案

第 １ 号 令和２年度秦野市一般会計予算を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠

議
長
（
※
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 欠 ○ ●要旨：４・５ページに詳細を掲載
第 ２ 号 令和２年度秦野市水道事業会計予算を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 欠 ○ ○要旨：６ページに詳細を掲載
第 ３ 号 令和２年度秦野市公共下水道事業会計予算を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 欠 ○ ○要旨：６ページに詳細を掲載
第 ４ 号 令和２年度秦野市国民健康保険事業特別会計予算を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 欠 ○ ●要旨：６ページに詳細を掲載
第 ５ 号 令和２年度秦野市介護保険事業特別会計予算を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 欠 ○ ○要旨：６ページに詳細を掲載
第 ６ 号 令和２年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計予算を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 欠 ● ○要旨：６ページに詳細を掲載

第 ７ 号
秦野市印鑑条例の一部を改正することについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○要旨：成年被後見人も、一定の条件の下、印鑑の登録を受けることができることとするため、改正
するもの

第 ８ 号 秦野市立公民館条例の一部を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 欠 ○ ●要旨：３ページに詳細を掲載

第 ９ 号

秦野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営等の基準を定める条例の一部を改正する
ことについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 退 ○ 欠 ○ ○要旨：幼児教育・保育の無償化の実施に伴い、食事の提供に要する費用の基準を定めるとともに、
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一部改正に準じて、特定教育・
保育施設等の運営等の基準に係る規定を改めるもの

第 10 号
秦野市小規模水道及び小規模受水槽水道における安全で衛生的な飲料水の確保に関する条例の一部
を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○
要旨：小規模水道及び小規模受水槽水道における清掃等の実施間隔に係る規定などを改めるもの

第 11 号 秦野市国民健康保険税条例の一部を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 欠 ● ●要旨：１ページに詳細を掲載

第 12 号
秦野市市営住宅条例の一部を改正することについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○要旨：住宅の確保に困っている低額所得者の入居手続きに係る負担を軽減するため、入居の際に求め
ている連帯保証人を不要とすることなどのため、改正するもの

第 13 号 秦野市定住化促進住宅条例の一部を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 欠 ○ ○要旨：１ページに詳細を掲載

第 14 号
秦野都市計画事業秦野駅南部（今泉）土地区画整理事業施行に関する条例の一部を改正することに
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○要旨：換地処分を行った際の清算金の分割徴収または分割交付に係る利子の利率について、民法に
規定する法定利率とするため、改正するもの

第 15 号 指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○要旨：老人いこいの家の指定期間の満了に伴い、指定管理者を指定するもの
第 16 号 指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 欠 ● ○要旨：３ページに詳細を掲載
第 17 号 令和元年度秦野市一般会計補正予算（第６号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○要旨：文化会館維持管理費など７事業に合計で9,777万８千円の債務負担行為を追加するもの

第 18 号
令和元年度秦野市一般会計補正予算（第７号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 欠 ○ ○要旨：職員給与費など20事業に歳入歳出それぞれ９億6,366万２千円を追加するとともに、繰越明
許費の追加と変更、債務負担行為と地方債の変更をするもの

第 19 号 令和元年度秦野市水道事業会計補正予算（第１号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○要旨：施設整備事業費など２事業に合計で1,320万円の債務負担行為を追加するもの
第 20 号 令和元年度秦野市公共下水道事業会計補正予算（第１号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○要旨：汚水管きょ管理費など５事業に合計で6,379万円の債務負担行為を追加するもの
第 21 号 令和元年度秦野市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○要旨：介護保険事務処理システム改修費について歳入歳出それぞれ4,135万７千円を減額するもの

第 22 号
令和元年度秦野市一般会計補正予算（第８号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○要旨：小学校施設改修事業費など４事業に歳入歳出それぞれ９億1,127万９千円を追加するととも
に、継続費の変更、繰越明許費の追加と変更、地方債の変更をするもの

第 23 号
秦野市国民健康保険条例の一部を改正することについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○要旨：新型コロナウイルスの感染などにより療養し、働くことができない被保険者のうち、給与の
支払いを受けている人に、一定期間、傷病手当金を支給することができるよう改正するもの

第 24 号 令和元年度秦野市一般会計補正予算（第９号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○要旨：放課後児童健全育成推進事業費に歳入歳出それぞれ892万９千円を追加するもの
第 25 号 秦野市公平委員会の委員の選任について 同意要旨：石田清彦委員の任期が令和２年３月31日に満了することに伴い、同委員を再任するもの

陳
情

令２陳情
第 １ 号 秦野市議会への陳情書１（みくるべ病院近隣道路の早期完全復旧についての陳情） 審査未了
令２陳情
第 ２ 号 秦野市議会への陳情書２（精神科病院の見学の実施等についての陳情） 審査未了

令２陳情
第 ３ 号

市に気候非常事態宣言を求める陳情
継続審査願意：気候危機が迫っていることを積極的に市民に発信することなどを含む「気候非常事態宣言」

を市が行うよう求めるもの
議
員
提
出

議
案 第 １ 号

新型コロナウイルス感染症における緊急対策の強化を求める意見書の提出について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○要旨：新型コロナウイルス感染症における、市民への影響を最小限に抑える必要があることから、

速やかな対策の強化を求めるため、政府に意見書を提出するもの
報 告 案 件
（２件） 専決処分の報告について（秦野市水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例の一部改正）／専決処分の報告について（秦野市建築基準条例の一部改正）


